
174日 本 化學會 誌第五 十 四帙

臺灣産植物種子油の研究(第 八報)

きわた(斑芝棉)種 子油の成分及び子實中に

存在する油脂分解酵素に就て

(昭利八年一 月廿五日 受領昭 和八年三月廿五日 印刷)

加福均三 畑忠 太

きわたは學名Bombax Mulabaricum, D.C,パ ンヤ科普通パンヤ(斑 枝)と して知 られ土名斑芝樹,

英名Cotton tree,落 葉の喬木にして本島南部由麓平地に散在す.臺灣 に古 くよりあ り從つて野生木

の如 くみゆるもその歴史をたつぬれば印度マ ラバル其の他前印度諸邦の原産木にして本 島に來りし

は蘭領時代なるべし との説 と昔南支那 人の移住 に作ふ附隨物ならん とする説あり.本 島に於て原生

林 伏を呈するは旗 山の奥地方に限 られるも其の後同地方に於ける栽培獎勵 の結果現在にては旗出地

方のみにて母樹50萬 本,棉 繊維の年産4萬 斤にしてその利用途に新生面開拓せ られ需要の増加あ

れば將來尚增 植せ らるべ く計畫 されをる状熊 なり.種 子 に就ては以前は搾 油し友事ありし由なれど

現在にては殆 ど敗棄に等 しき有様にてその量 も旗山地方のみにて 年5萬 斤250石 に達す と云へ り.

本 種 子 油に關する丈獻 二 三あれど見 るべき ものなく時によリカポツク 油(し ろきわたEriodendron　aufraetuosum

, D.C)と 混同され油の性状用 途は亦綿實 油に類似すると云はれをれり.著 者等さきに

恒春林業試験所 よわ採集後半歳 を經たる古き種子の途付を受け試験せ し所油の酸價著大なるを獲發

見したれば更に念のため割合新 しき状熊にて採 油 した りと云ふきわた油を本所緒方氏より譲 りうけ酸

價を測 りしに40.6を 示せり.尚 このものは從來 の文獻 に云はれ る所のステア リンを多量析出しをれ

ば試みにこの固熊部を取 りだしこのものの酸價 を測定せ しに126.6に してこゝに於て著者等は今ま

で考へられ し本油の析出ステアリンはグ リセライ ドの形のみではな く多量の遊離酸 を含 有 し〓ち換

言すれば種子中にて油脂の分解作用が行はれ分解せ られたる固熊酸がステア リンに件ひ析 出するに

はあらすやと考 へた り.こ の事實はその後旗山にて調査せ しに採取直後の種 子は煎 りて食し得 るも

日を經たるものは變味 して食用とならす又その油に就 きても同 様な りと云へ り.こ れ〓ち 明かに子

實中にて分解起るためにしてこゝに於て著者等は採果直後の種子 より得た る油にっき試 験せ しに今

までの油が黄褐色にして多量の結晶を析出せ るに反 し新種子油は淡黄色にして結晶 の析 出をみず酸

價も5.7な ることを知 り得たり.〓ち 本種子中にはかな り弧力なる油脂分解酵素を含むものにして

興味あることな 砂.

種 子 に就 て

種 子 は長 さ0.54,幅0.41,厚 さ0.39cmの 卵 形 に して1,000粒 の重 量30g絹 状 毛 にて 包 まれ 色澤

赤褐色,乳白 色の 種肉を藏 し種皮と種肉 の比1:1,朔 果1個 収 種 子192粒 内 外を包藏す .し

ろきわ た種 子 に比し 形 態 小 に して 色澤亦 淡し.種 子 の粗 油 脂 量17.83% ,友分5.56%,水 分14.00%,全

窒 素3.15%.
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油 の 一 般 性状

外貌:採 集後6ケ 月を經たる古種子 より得たる油は黄褐色にして30° にて多量の結晶析出すれ

ど採集直後の種子 より得 し油は淡黄色透明なる液状なり.

特數:

比重(d40 d) 屈折率(n40 D) 酸價 〓化價 沃 素價 不鹸化 物%

古種子油  0.8948 1.4570 126.27 199.90 87 .60 1.60

新種子油  0.9095 1.4632 5.71 198.64 84 .89 1.54

この結果よりみる時はその酸價 に著 しき差異あるにかゝ はらず他の諸債に變 化なきは明かに古種

子油に於てその成分酸の一部の遊離 をものがたるものと思考 さる.

不〓 化 物 の 検 索

石油エーテルにて取 り出 した る不〓 化 物 は橙 黄 色 常温(25°)に て 多量 の 長 針状 結 晶 を析出す .

濾別 して得 た る結 晶 は90%酒 精 に て再 結 晶 を繰 り〓 へ しm.p.135～136°,ヒ トステロール な り.樹

濾液は微 量 に して す こぶ る濃稠,試 み に無 水酷酸 を加 へ加 熱 し放 置 す る に殆 ど全 部固 化す. m.p. 126

～127° に してヒトステリル ア セテ ー トな り.斯 くして 本油 不〓 化物 の大 部 分 は ヒ トステロール な る

ことを知 る.

脂 肪 酸 の 検 索

混合脂肪酸　不〓 化 物 を分 離 した る混 合脂 肪 酸 は30° に て淡 黄 色 牛 酪 状固體 に してm.p. 38～39°,

中和價200.75,沃 素價89.65なり.

飽和脂肪酸　鉛〓 アル コ ー ル法 を繰 り〓 へ して 分離 した る飽 和 脂 肪 酸 は35.6%に してm.p. 53～

54°,中和價205.43.〓 化價204.08.常 法 に よ り18gをメチール エ ス テル とな し分溜す.

各 溜分 の檢素　 各 溜分 を そ れ ぞ れ 酸 に〓 へ し酒精 にて 分 別結晶す.溜分1よ うm.p. 61～62.5°,

中和價218.6の もの4.69, m.p. 55～56° 中和價215.3の もの0.19を 得,溜分(2)より はm.p. 59～

60°,中 和價2l6.6の も の1.8g, m.p. 57～58°,中 和價208.1のも の0.9gを得,こ の もの は 更 に 再

結 晶 を 繰 り〓 へ し てm.p. 68～69°,中 和價200.3の もの0.3g, m.p. 60～61°,中 和價217.4を0.4g,

 m.p. 55～56° の もの0.1gを 得,溜分3,4は 合 しm.p. 67～68°,中 和價199.9を0.3g, m.p. 60

～61°を0 .1g,溜分5よ りはm.p. 70～71°,中 和價199.5を0.25g,m.p. 68～69°,中 和價102.17を
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0.159得.こゝに 於 てm.p. 60～62.5° の もの は パ ル ミチ ン酸 に してm.p. 70～71° の もの は

ステァリン酸 な り而 して他 酸 の存 在 を見ず.そ の割 合 は パ ル ミチ ン酸79.6%ステァリン 酸20.4%な り.

不飽和脂肪酸　そ の 割 合64.4%に して比重(d30 4)0,8971,屈 折 率(n40 D)1.4606,中 和價196.80,

沃素價109.33なり.

1.臭 素 添 加　 酸10gを200ccの エ ー テ ル溶 液 と し冷 時 臭 素 を添 加 して次 の結 果 を得

.エーテル不溶性 臭化物　 な し

石油エーテル不漆性 臭化物　 3.5g

而 して石 油エーテル 不 溶 性臭 化 物 は再 結 晶 してm.p. 114～114.5°,リ ノー ル酸 四 臭 化 物 と混融 して

降 下 を見ず.

2.酸 化　15gをHaznra法 により酸化 して次 に不溶性結晶生成物14gを 得 石油エーテル にて

洗ひて不變化酸及び若干の混在せる固體酸を除き乾燥後多量のエーテルにて温抽出 して

a.エ ー テ ル 可 溶 分　収量1.5g, m.p. 126～127°,中和價 176.08

.b.エ ー テ ル 難溶 分　収 量7.9g, m.p. 152～153°,中 和價 170.71.

と分つ. aは 明 に 二水 酸 化 ス テ ア リン酸 に してbは 亦 多量 の 二 水 酸 化 酸 に 少量 の 四 水酸 化 酸 を含 む

もの とみ るべ き なり.こゝ に於 てbは 更 に酒精 に て分 別 結 晶 して(1)85%アルコール に熱時 可溶

牧 量2.39, m.p. 128～129°.中 和價175.67, (2)90%アルコール に熱 時 可 溶 牧 量2.89, m.p. 143

～144° ,中 和價173.31, (3)90%ア ル コ ール に熱 時 難溶 牧 量1.5g, m.p. 169～170°,中 和價163.73

とす.〓 ち(1)は 二 水酸 化 ス テ ア リン酸 に して(2)は これ に 少量 のサ チ ビン 酸 を混 在 し(3)は 殆 ど

分 離 され た るサチビン 酸 なり.

次 に これ らを濾 別 したる 水溶 性酸 化 物 は常 法 に よ り處理 して0.7gの 結 晶 を得.こ の ものは

エーテルに可溶 に してm.p.103～104°,アゼライン 酸 に一 致 す.然 して他 酸 は検 出 し得ず.こゝ に 於 て

これ らの諸 結 果 よ り本 不 飽 和酸 は オ レ イ ン酸77.0%,リ ノ ール 酸22.4%な りと思考す.

種子中の油脂分解酵素に就て

さきに述べたる如 くきわた種子は採集後時 日の経過に件ひ採 油 したる油の酸價增 大する點より本

種子中にはこれ ら油脂を分 解する箆麻子 リパ ーゼ様の酵素存在するにあ らすやとの考 へより之れが

確認を得んため次の如 く試験 を行ひた り.因 に試料種子は採果五 日を経たる最 も新 しき條 件にある

ものにして何れ も同容積の廣口瓶中に輕く栓 を施し室温 にて貯藏 し試驗 せり.尚 油は細口共栓瓶に

貯へしものな り.

I.種 子其儘 の放 置 に よる酸數 の 増加lI

.粉碎 種 子の 放 置 に よる酸数 の増

加III. 油 を抽 出 した る後 の粉碎 種 子粕 に20%のオリーブ 油(酸價1.70)を加 へ て その 酸數 の 増 加

IV.同 上粕 を100～110° に5時間熱氣 乾 燥 した る もの に20%オリーブ 油 を加 へて の 酸 数 の 土增

加V.き わ た 油 そ の もの の酸數增

加VI.き わた 油 を100～110° に4時 間加 熱 した る もの の 酸 数 増

加而 して試 料(I,II,IIV)は 毎回20gづつ を取 り出 しエ ー テ ル抽 出 して得 た る油 につ き酸價 測 定

を行 へ り.
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種子の性質上脱殼 したるものにつ き行ひ得ざ りしは遺 憾 とするもこゝに見る如 くその分解作用實に

旺盛にして何等加工せ ざる粉末粕 にして斯の如 き強力なるものは從來曾 つて見ざる所にして甚だ興

味あるものなり.而 しで本種 よりパーゼがはたして箆麻子 リパーゼと同 種のものなるか叉その比較

等につきては他 日報告の機會 を持たんとす.

総 括

(1)き わた種 子 は17.8%の 油 を有し搾 油亦 困難 な らず粕 中 の全 窒 素3.15%に して 肥 料 と して も

良好 な り.〓ち 製 油 原料 と して有 望 な りと信ず.

(2)比 較 的新 しき種 子 より 取 りた る油 は良 好 な る不乾 燥 性 油 に して食 用 とな し得 べ く成分 脂 肪 酸

は固體 酸35.6%,液體 酸64.4%に して その割合 はパ ル ミチ ン酸28.3%,ステアリン 酸7.3%,オ レ

イ ン酸49.9%,リノール 酸14.5%内 外 なり.

(3)不〓 化物 は1.2%内 外 に してヒトステロール を主成分 とす.

(4)種子中には箆麻子 リパーゼに類似せる酵素を含み甚だ強烈 なる油脂分解能 を有し古き種子に

ありては時 として包藏 油脂の70%以 上を子實中にて〓に分解せ られを るをみる.

終りに望み實〓 に助力を得たる藤川政一君に深謝す.

(臺灣総督府中央 研究 所有機工業化學科)


